
日本脳炎予防接種を受ける方へ 

 

１ 対象者・接種回数 

１期初回  生後６月から生後９０月に至るまでの間にある方 

        ６日以上の間隔をおいて２回接種します。（標準的には６日～２８日の間隔） 

        ＜標準的な接種期間は、３歳に達した時から４歳に達するまでの期間＞ 

１期追加  生後６月から生後９０月に至るまでの間にある方 

        １期初回接種（２回）終了後６月以上をおいて１回接種します。（標準的にはおおむね１年の間隔） 

＜標準的な接種期間は、４歳に達した時から５歳に達するまでの期間＞ 

２期    ９歳以上１３歳未満の方 １回 

        ＜標準的な接種期間は、９歳に達した時から１０歳に達するまでの期間＞ 

 

２ 接種場所 

   指定医療機関をご覧ください。 

 

３ 一般的注意 

（１） 事前に予約が必要です。（詳しくは各医療機関にお問い合わせください。） 

予約時に伝えること 

  予防接種の種類・・・日本脳炎予防接種 

  子どもの氏名、生年月日、保護者名、住所、電話番号 

  今までの日本脳炎予防接種の回数と接種日 

  最近接種した予防接種名と接種年月日（接種間隔の確認のために必要です。） 

（２）予約日に、都合により接種できない場合や体調が悪い場合は、予約先に連絡し予約日を変更してください。 

（３）予診票は事前に記入してください。 

   ・太枠内を、黒のボールペンで記入してください。 

   ・診察前体温は、接種前に医療機関で測定した体温を記入します。 

（４）接種当日は、母子健康手帳、予診票、健康保険証、子ども医療費受給者証(該当する場合)を持参してください。 

（５）接種は健康状態の良好なときに受けてください。 

（６）右側の「日本脳炎予防接種について」をよく読み、必要性や副反応についてよくご理解のうえ、接種を受けて

ください。 

（７）ガンマグロブリン製剤の注射を受けたことがあるお子さんについての接種時期については、かかりつけ医と相

談してください。 

（８）住民登録のない方は、事前に保健センターへご相談下さい。 

 

４ 予防接種を受けることができないお子さん 

（１）明らかに発熱のあるお子さん（医療機関で３７.５℃以上） 

（２）重篤な急性疾患にかかっていることが明らかなお子さん 

（３）接種しようとする接種液の成分によって、「アナフィラキシー※」を呈したことが明らかなお子さん  

※アナフィラキシーとは接種後３０分以内に起こるひどいアレルギー反応 

（４）その他、医師が接種不適当と判断した場合 

   ※感染性の疾患（麻しん・風しん・流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）・咽頭結膜熱（プール熱）・伝染性紅斑 

（リンゴ病）等）に罹患・接触した場合は、一定期間接種できないことがありますので、接種医にご相談くだ

さい。 

 

 

 

令和２年度用 



 

 

 

 

★日本脳炎とは 

 日本脳炎ウイルスの感染で起こります。ヒトから直接ではなくブタなどの体内で増えたウイルスが蚊に

よって媒介され感染します。7～10 日の潜伏期間の後、高熱、頭痛、嘔吐、意識障害、けいれんなどの

症状を示す急性脳炎になります。ヒトからヒトへの感染はありません。 

 流行は西日本地域が中心ですが、ウイルスは西日本を中心として日本全体に分布しています。飼育され

ているブタにおける日本脳炎の流行は毎年6月から10月まで続きますが、この間に、地域によっては、

約 80％以上のブタが感染しています。以前は小児、学童に発生していましたが、予防接種の普及などで

減少し、最近では予防接種を受けていない高齢者を中心に患者が発生しています。 

 感染者のうち100～1,000人に１人が脳炎を発症します。脳炎のほか髄膜炎や夏かぜ様の症状で終わ

る人もいます。脳炎にかかった時の死亡率は約20～40%ですが、神経の後遺症を残す人が多くいます。 

  

★乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンによる副反応 

 乾燥細胞培養日本脳炎ワクチンは、副反応として、発熱・咳嗽・鼻漏・注射部位紅斑、疼痛、腫脹が認

められ、これらの副反応のほとんどは接種３日後までにみられます。 

また、ショック、アナフィラキシー様症状、急性散在性脳脊髄炎(ADEM)、脳症、けいれん、急性血小

板減少性紫斑病などの重大な副反応の発生も否定できません。 

 

 

接種後の注意  

１ 接種後1週間は、副反応の出現に注意しましょう。 

 ２ 接種部位は清潔に保ちましょう。入浴は差し支えありませんが、接種部位をこすることはやめまし

ょう。 

 ３ 重い健康被害が生じた場合、厚生労働大臣が予防接種によるものと認定したときは、予防接種健康

被害救済制度の給付に対象となります。 

 

 

 

 

 

 

 

津島・海部地区４市３か町村 

津島市、愛西市、弥富市、あま市、大治町、蟹江町、飛島村 

 

 

 

お問い合わせは各市町村の保健センターへ 

 

日本脳炎予防接種について 


